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一
日
海
員
学
校
で
は
、
午
前
８

時
50
分
に
開
校
式
が
始
ま
り
、
全

日
本
海
員
組
合
を
代
表
し
平
岡
英

彦
中
央
執
行
委
員
が
「
船
は
私
た

ち
が
生
活
す
る
う
え
で
極
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
本
日

は
宇
和
島
運
輸
の
れ
い
め
い
丸
と

あ
か
つ
き
丸
に
乗
船
し
、
普
段
立

ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
操
舵
室

や
機
関
室
の
見
学
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
教
室
な
ど
、
船
と
船
員
に
つ
い

て
し
っ
か
り
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
将
来
皆
さ

ん
の
中
か
ら
船
員
に
な
り
た
い
と

い
う
人
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た

後
、
松
岡
正
幸
宇
和
島
運
輸
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
と
菊
池
司

郎
八
幡
浜
市
副
市
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
来
賓
と
し
て
体
験
乗
船
に

駆
け
付
け
て
く
れ
た
菅
森
実
愛
媛

県
議
会
議
員（
組
合
政
治
参
与
）と

山
﨑
健
吾
国
土
交
通
省
四
国
運
輸

局
宇
和
島
海
事
事
務
所
所
長
が
紹

介
さ
れ
た
。

「れ
い
め
い
丸
」で

別
府
港
へ

　
開
校
式
が
終
わ
る
と
全
員
が

「
れ
い
め
い
丸
」
に
乗
船
し
、
子
ど

も
た
ち
は
10
班
に
分
か
れ
出
港
ス

タ
ン
バ
イ
中
の
機
関
室
を
見
学
し

た
。
乗
組
員
か
ら
設
備
機
器
や
プ

ロ
ペ
ラ
に
関
す
る
説
明
が
行
わ
れ
、

大
き
な
機
関
室
に
初
め
て
入
っ
た

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
エ
ン
ジ
ン
の

大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
、
驚
き
を
隠
せ

な
い
よ
う
す
が
見
ら
れ
た
。

　
機
関
室
見
学
が
終
わ
る
と
「
れ

い
め
い
丸
」
は
大
分
県
の
別
府
港

へ
向
け
出
港
し
た
。
航
海
中
の
船

内
で
は
「
れ
い
め
い
丸
」
の
坂
本

吉
輝
船
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
、
操
舵
室
見
学
や
船
と
船
員
に

つ
い
て
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
た
。

　
操
舵
室
見
学
で
は
、
乗
組
員
か

ら
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
レ
ー
ダ
ー
な
ど
の
航

海
計
器
の
説
明
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
代
わ
る
が
わ
る
双
眼
鏡

を
手
に
取
り
、
操
舵
室
か
ら
の
景

色
を
眺
め
た
。

　
ま
た
、
船
と
船
員
の
勉
強
会
で

は
、
宇
和
島
運
輸
株
式
会
社
の
清

家
勉
職
場
委
員
と
本
組
合
の
清
水

駿
愛
媛
支
部
長
が
講
師
と
な
り
、

船
の
役
割
や
船
員
の
仕
事
に
つ
い

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て

説
明
し
た
。

大
分
県
別
府
港
到
着

「う
み
た
ま
ご
」を
見
学

　
別
府
港
に
到
着
す
る
と
大
分
マ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
水
族
館
「
う
み
た

ま
ご
」
に
移
動
し
、
班
ご
と
に
海

の
生
物
を
見
学
し
た
。
大
き
な
水

槽
の
中
を
泳
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
魚
や

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
だ

ほ
か
、
海
の
生
物
の
勉
強
会
が
行

わ
れ
、
水
族
館
ス
タ
ッ
フ
か
ら
魚

の
習
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
普
段
知
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
楽
し

く
学
ん
だ
。

「あ
か
つ
き
丸
」で

八
幡
浜
港
へ

　
別
府
港
か
ら
の
復
路
は
、
愛
媛

県
立
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
の
善

原
武
士
教
諭
か
ら
学
校
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
後
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教

室
が
開
か
れ
、
愛
媛
県
立
宇
和
島

水
産
高
等
学
校
の
生
徒
が
、
日
常

生
活
で
も
役
に
立
つ
本
結
び
や
巻

き
結
び
、
も
や
い
結
び
を
教
え
た
。

　
最
初
は
苦
戦
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
、
高
校
生
の
優
し
く
て
い

ね
い
な
教
え
方
で
、
最
後
に
は
全

員
が
結
び
方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
。

　
八
幡
浜
港
に
到
着
し
、
子
ど
も

た
ち
の
保
護
者
が
出
迎
え
る
中
、

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
階
で
閉
校
式

が
行
わ
れ
、
本
組
合
の
除
補
修
中

・
四
国
地
方
支
部
長
と
八
幡
浜
市

立
川
之
石
小
学
校
の
菊
池
多
恵
校

長
か
ら
締
め
く
く
り
の
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
、
一
日
海
員
学
校
は
無

事
に
終
了
し
た
。

体
験
乗
船
の

感
想
ア
ン
ケ
ー
ト

▽
世
界
と
の
貿
易
で
は
物
資
の

99
・
６
％
が
船
で
運
ば
れ
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
▽
操
舵
室
で
レ
ー
ダ
ー
や
コ

ン
パ
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
機
械
を

見
れ
て
よ
か
っ
た
▽
機
関
室
で
は

大
き
な
エ
ン
ジ
ン
や
い
ろ
ん
な
機

械
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
楽
し

か
っ
た
▽
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
で
、

い
ろ
い
ろ
な
結
び
方
を
教
え
て
も

ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
▽
船
の
人
た

ち
が
ど
れ
だ
け
大
変
な
仕
事
を
し

て
い
る
か
が
わ
か
っ
た
▽
将
来
は

海
に
関
す
る
仕
事
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
海
や
船
の
こ
と

を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
▽
宇
和
島
水
産
高
等
学

校
に
進
学
し
て
、
将
来
は
船
員
に

な
り
た
い
―
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
一

日
海
員
学
校
」
は
夏
休
み
の
貴
重

な
思
い
出
と
な
っ
た
。

　
８
月
20
日
、
愛
媛
県
八
幡
浜
港
で
、
本
組
合
主
催
の
体
験
乗
船
「
一
日
海
員
学
校
」
を
開
催
し
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市
在
住

の
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
愛
媛
県
立
宇
和
島
水
産
高
等
学
校

の
教
諭
と
７
人
の
生
徒
た
ち
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
一
日
海
員
学
校
で
は
、
八
幡
浜
港
と
大
分
県

の
別
府
港
を
往
復
す
る
宇
和
島
運
輸
株
式
会
社
の
フ
ェ
リ
ー
「
れ
い
め
い
丸
」
と
「
あ
か
つ
き
丸
」
に
乗
船
し
、
操
舵
室
や

機
関
室
を
見
学
し
、
船
員
の
仕
事
と
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
学
ん
だ
ほ
か
、
別
府
港
の
水
族
館
で
海
の
生
物
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

宇
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Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼
Ｆ
Ｏ
Ｃ
と
は

　
《
Ｆ
ｌ
ａ
ｇ  

Ｏ
ｆ  

Ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ

ｎ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
》
便
宜
国
旗
。
税

金
そ
の
他
の
点
で
便
宜
を
与
え
て

く
れ
る
国
で
船
籍
登
録
し
た
船
舶

が
掲
げ
る
登
録
国
の
国
旗
の
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
外
国
に

登
録
さ
れ
た
船
舶
。

　
船
舶
の
受
益
所
有
権
が
、
そ
の

船
舶
の
旗
国
以
外
に
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
船

舶
は
Ｆ
Ｏ
Ｃ
の
も
と
に
航
行
し
て

い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

▼
Ｆ
Ｏ
Ｃ
化
の
弊
害

　
労
働
供
給
国
船
員
が
自
国
船
員

に
取
っ
て
代
わ
り
、
自
国
船
員
の

雇
用
縮
小
を
招
き
、
結
果
と
し
て

後
継
者
確
保
が
困
難
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ゆ
る
い
安
全
基
準
や
能

力
不
足
の
船
員
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

備
の
点
検
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
労

働
協
約
の
締
結
を
推
し
進
め
て
き

た
。
２
０
０
６
年
の
世
界
大
会

で
、
Ｆ
Ｏ
Ｃ
対
策
と
と
も
に
Ｐ
Ｏ

Ｃ
対
策
活
動
を
決
定
。
以
来
、
Ｆ

Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
組
合
で
は
１
９
８
３
年
に
Ｉ

Ｔ
Ｆ
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
を
配
置
。

翌
年
か
ら
Ｆ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
る
。

全
国
主
要
港
で

Ｆ
Ｏ
Ｃ・Ｐ
Ｏ
Ｃ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

北
海
道
地
方
支
部

　
７
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３

日
間
、
苫
小
牧
港
・
室
蘭
港
・
石

狩
湾
新
港
で
、
北
海
道
地
方
支
部

管
内
全
支
部
合
同
の
第
１
１
１
次

海
員
Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
、
計
７
隻
（
苫
小

牧
港
５
隻
、
室
蘭
港
１
隻
、
石
狩

湾
新
港
１
隻
）
の
安
全
点
検
活
動

を
行
っ
た
。

　
査
察
し
た
船
舶
の
う
ち
４
隻
が

Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
不
所
持
船
で
あ

り
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
最
低
賃
金
を
下
回
る

船
舶
も
見
受
け
ら
れ
た
た
め
、
指

摘
を
行
い
つ
つ
労
働
条
件
・
環
境

に
つ
い
て
点
検
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
労
働
条
件
に
関
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
対
し
て
は
賃
金
水
準

に
概
ね
不
満
は
な
い
船
員
が
多
か

っ
た
が
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主

旨
を
説
明
し
た
上
で
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認

協
約
締
結
の
必
要
性
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
締

結
を
求
め
る
警
告
文
を
船
主
・
管

理
会
社
に
送
る
よ
う
要
請
し
た
。

　
今
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
に
際

し
、
関
係
各
所
の
協
力
の
も
と
、

査
察
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
も
船
員
の
労
働
条
件

・
労
働
環
境
の
確
保
に
向
け
た
活

不
良
の
船
舶
設
備
な
ど
が
要
因
と

な
り
、
海
洋
汚
染
や
海
難
事
故
が

多
発
し
た
。

▼
Ｐ
Ｏ
Ｃ
と
は

　
《
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ  

Ｏ
ｆ  

Ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ

ｎ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
》
便
宜
港
湾
。
港

湾
労
働
者
の
労
働
条
件
や
労
働
環

境
が
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
基
準
以
下
に
な
っ

て
い
る
港
の
こ
と
。

　
港
湾
多
国
籍
企
業
が
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
規
制
緩
和
な
ど
を
利
用

し
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
結
果
と
し
て
未
組
織
労

働
者
や
期
間
労
働
者
の
活
用
、
船

員
に
よ
る
荷
役
作
業
、
低
賃
金
や

長
時
間
労
働
、
労
働
協
約
の
不
履

行
、
安
全
衛
生
面
の
質
低
下
な
ど

が
生
じ
る
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容

　
未
組
織
Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
に
訪
船
す

る
。
船
員
の
月
例
賃
金
や
時
間
外

労
働
な
ど
が
分
か
る
書
類
の
確

認
、
安
全
点
検
、
船
員
へ
の
聞
き

込
み
を
行
い
な
が
ら
、
査
察
報
告

書
を
作
成
。
本
組
合
の
本
部
国
際

局
と
連
携
の
も
と
、
労
働
協
約
の

締
結
を
図
る
。

　
必
要
に
応
じ
、
警
告
文
の
手
渡

し
や
Ｐ
Ｓ
Ｃ
（
外
国
船
舶
監
督
官

に
よ
る
立
ち
入
り
検
査
）
の
要
請

を
行
う
。

▼
目
的

　
本
来
の
船
籍
に
戻
し
、
そ
の
国

が
定
め
る
基
準
を
厳
正
に
守
ら

せ
、
船
主
責
任
を
明
確
に
し
て
、

乗
組
員
や
船
舶
の
安
全
を
確
保
す

る
。
乗
組
員
を
労
働
協
約
に
よ
っ

て
保
護
し
、
労
働
者
の
受
け
る
べ

き
最
低
基
準
（
最
低
賃
金
や
生
活

保
障
、
障
害
・
死
亡
保
障
、
送
還

な
ど
）
を
適
用
さ
せ
る
。

▼
経
緯

　
Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運
輸
労
連
）
は

１
９
７
１
年
、
世
界
10
港
に
Ｉ
Ｔ

Ｆ
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
を
配
置
。
船

員
の
労
働
条
件
や
安
全
・
荷
役
設

動
を
展
開
し
て
い
く
。

東
北
地
方
支
部

　
７
月
28
日
か
ら
３
日
間
、
東
北

地
方
支
部
・
八
戸
支
部
・
気
仙
沼

支
部
・
小
名
浜
支
部
は
合
同
で
、

東
北
地
区
の
特
定
港
で
あ
る
仙
台

港
と
塩
釜
港
お
よ
び
石
巻
港
で
第

１
１
１
次
海
員
Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
Ｆ
Ｏ

Ｃ
船
舶
へ
の
査
察
活
動
を
行
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
計
５

隻
の
査
察
活
動
を
行
っ
た
結
果
、

Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
を
所
持
し
て
い

な
い
２
隻
に
対
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
最
低

賃
金
の
水
準
や
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約

に
基
づ
く
労
働
諸
条
件
な
ど
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
１
隻
に
は
Ｉ

Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
の
締
結
を
求
め
る

文
書
を
手
渡
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ

Ｆ
承
認
協
約
を
所
持
し
て
い
た
船

舶
で
は
、
協
約
書
や
証
書
の
備
え

付
け
を
確
認
し
、
船
舶
設
備
な
ど

の
安
全
点
検
を
行
っ
た
。
今
後

も
乗
組
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
、
労
働
条
件
や
船
内
設
備
が
基

準
に
満
た
な
い
船
舶
の
改
善
に
向

け
、
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

関
東
地
方
支
部

　
７
月
28
日
か
ら
３
日
間
、
東
京

港
・
横
浜
港
・
川
崎
港
そ
れ
ぞ
れ

の
港
で
、
港
湾
労
組
と
共
同
で
第

１
１
１
次
海
員
Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
し
、

今
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
３
日
間

で
延
べ
50
人
体
制
、
16
隻
を
査
察

訪
船
し
安
全
点
検
を
実
施
し
た
。

　
訪
船
活
動
の
事
前
作
業
で
は
、

各
港
の
関
係
各
所
へ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
の
趣
旨
を
説
明
し
、
理
解

と
必
要
な
協
力
を
求
め
、
査
察
訪

船
活
動
で
は
主
に
船
舶
設
備
の
安

全
点
検
作
業
を
行
い
、
７
隻
に
警

告
文
を
提
出
す
る
内
容
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
の
労
働
協
約
締

結
の
趣
旨
を
理
解
せ
ず
訪
船
を
拒

否
し
た
特
定
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、

Ｍ
Ｌ
Ｃ
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
海
上
労
働
条
約
）

に
違
反
す
る
た
め
、
関
東
運
輸
局

へ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
（
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）
の
出
動
要
請
を
行

っ
た
。

　
い
ま
だ
会
社
の
命
令
で
、
Ｉ
Ｔ

Ｆ
関
係
者
と
の
対
話
を
拒
否
す
る

船
舶
が
あ
り
、
乗
組
員
が
不
利
益

な
扱
い
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
、

Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
の
精
力
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

新
潟
支
部
・
北
陸
支
部

　
新
潟
支
部
と
北
陸
支
部
は
、
７

月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
日

間
、
港
運
同
盟
（
金
沢
港
運
労

組
）
と
全
港
湾
（
七
尾
支
部
・
伏

木
支
部
）
と
連
携
し
、
第
１
１
１

次
海
員
Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
金
沢
港
と
富
山
港
で
実

施
し
、
計
５
隻
を
査
察
訪
船
し
、

安
全
点
検
作
業
を
行
っ
た
。

　
査
察
訪
船
活
動
で
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ

承
認
協
約
の
締
結
を
求
め
る
と
と

も
に
、
港
湾
労
組
と
一
緒
に
船
舶

設
備
や
荷
役
設
備
の
安
全
点
検
を

実
施
し
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
出
動
要
請
ま
で

の
不
具
合
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た

も
の
の
、
落
下
防
止
の
ロ
ー
プ
が

な
い
な
ど
、
安
全
に
対
す
る
配
慮

が
不
十
分
な
も
の
は
注
意
喚
起
を

行
っ
た
。
引
き
続
き
、
船
員
の
労

働
条
件
・
労
働
環
境
の
整
備
と
荷

役
作
業
上
の
安
全
確
保
に
向
け
、

港
湾
労
組
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
く
。

第１１１次第１１１次
海員ＦＯＣ・ＰＯＣキャンペーン海員ＦＯＣ・ＰＯＣキャンペーン

全国の主要港で訪船・安全点検作業
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関
西
地
方
支
部

　
７
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３

日
間
、
神
戸
港
で
第
１
１
１
次
海

員
Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
名
古
屋
支
部
、
職

場
委
員
、
港
運
同
盟
兵
庫
地
本
が

参
加
し
、
延
べ
30
人
で
計
11
隻
を

査
察
訪
船
し
、
安
全
点
検
活
動
を

行
っ
た
。

　
内
容
は
Ｉ
Ｔ
Ｆ
協
約
未
締
結
の

Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
６
隻
、
自
国
籍
船
３

隻
、
近
海
Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
１
隻
、
Ｉ
Ｔ

Ｆ
協
約
締
結
の
Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
１
隻
と

な
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
協
約
未
締
結
の
船

舶
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
の
労

働
条
件
や
労
働
環
境
整
備
の
重
要

性
を
説
明
し
、
会
社
に
対
し
Ｉ
Ｔ

認
し
、
第
１
１
１
次
海
員
Ｆ
Ｏ
Ｃ

・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
終
了

し
た
。

大
阪
支
部

　
７
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３

日
間
、
大
阪
港
で
第
１
１
１
次
海

員
Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
大
阪
支
部
の
執
行

部
と
港
運
同
盟
の
延
べ
27
人
が
参

加
、
計
12
隻
を
査
察
訪
船
し
安
全

点
検
作
業
を
行
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
３
日
間
を
通
じ

Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
の
な
い
未
組
織

Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
５
隻
に
対
し
、
協
約
締

結
を
求
め
、
警
告
文
書
を
発
出
し

た
。

　
査
察
訪
船
活
動
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｆ
承
認
協
約
を
締
結
す
る
よ
う
求

め
た
。

　
安
全
点
検
活
動
で
は
、
係
船
索

が
傷
ん
で
い
る
船
舶
に
注
意
喚
起

し
た
ほ
か
、
消
火
ホ
ー
ス
や
救
命

浮
環
、
自
己
点
火
灯
な
ど
の
設
備

点
検
を
行
っ
た
が
特
に
問
題
あ
る

船
舶
は
な
か
っ
た
。

　
今
回
の
査
察
訪
船
活
動
に
お
い

て
も
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
未
締
結

の
船
舶
に
対
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協

約
締
結
に
向
け
た
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
荷
役
作
業
設
備
や
船
舶

設
備
の
安
全
点
検
・
啓
蒙
活
動
を

中
心
に
実
施
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
神
戸
港
の
安
全
に

向
け
て
港
運
同
盟
兵
庫
地
本
と
共

同
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
の
重
要
性
を
説
明

し
た
と
こ
ろ
、
乗
組
員
の
関
心
も

高
く
、
雇
用
や
就
労
条
件
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
た
。

　
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

関
係
支
部
と
の
連
携
を
密
に
行
う

と
と
も
に
、
船
齢
の
古
い
船
舶
で

は
船
舶
設
備
を
重
点
的
に
安
全
点

検
し
た
が
、
保
守
整
備
や
衛
生
面

で
も
問
題
な
く
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
出
動

要
請
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　
今
後
も
港
の
安
全
の
た
め
に
、

港
運
同
盟
近
畿
地
本
と
共
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
終
了
し
た
。

中
・
四
国
地
方
支
部

　
中
・
四
国
地
方
支
部
管
内
で

は
、
７
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の

３
日
間
、
管
内
の
４
支
部
合
同
で

広
島
港
・
坂
出
港
・
福
山
港
・
今

治
港
で
第
１
１
１
次
海
員
Ｆ
Ｏ
Ｃ

・Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
、

計
10
隻
を
査
察
訪
船
し
、
安
全
点

検
活
動
を
行
っ
た
。

　
今
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
興
徳

海
運
所
有
船
舶
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｖ
Ｉ
Ａ
」
に
査
察
訪
船
を
試
み
た

も
の
の
、
乗
船
を
拒
否
さ
れ
、
安

全
点
検
作
業
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協

約
締
結
の
趣
旨
を
理
解
せ
ず
に
訪

船
を
拒
否
し
た
要
注
意
船
舶
に
つ

い
て
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
に
違
反
す
る
た

め
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
出
動
要
請
を
行
っ
た
。

　
そ
の
他
の
査
察
船
舶
で
は
、
関

係
書
類
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に

査
察
団
が
Ｉ
Ｔ
Ｆ
の
活
動
と
Ｉ
Ｔ

Ｆ
承
認
協
約
の
重
要
性
に
つ
い
て

説
明
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
締
結

船
で
は
適
用
協
約
や
乗
組
員
構
成

な
ど
の
確
認
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
船
舶
で
安
全

点
検
を
行
っ
た
結
果
、
特
段
の
問

題
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
今
後
も
船
員
の
労
働
条
件
改
善

を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約

の
締
結
お
よ
び
安
全
・
安
心
な
労

働
環
境
の
確
保
に
向
け
た
活
動
を

継
続
し
て
い
く
。

　
２
０
２
６
年
９
月
15
日

�

中
央
選
挙
委
員
会
　
議
長
　
　
　
齋
藤
　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
６
年
９
月
５
日
付
で
告
示
し
た
第
40
期
全
国
委
員
補

充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、
立
候

補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。	

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
委

員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を
次
の

通
り
と
す
る
。

　《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
４
　
関
西
　
　
　
　
　（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
　
山
田
　
龍
之
助�

名
古
屋
支
部
在
籍
専
従
執
行
部
員

第
41
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
６
号
に
よ
り
、
全
国
委
員

資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
４
　
関
西�

小
島
　
英
悟

　
０
５
　
中
・
四
国�

山
地
　
健
太

　
０
６
　
九
州
関
門�

河
合
　
俊
季

　
二
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委
員

資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
３
７
　
関
東
地
区
内
航
Ｄ
グ
ル
ー
プ�

今
井
　
康
貴

　
０
４
１
　
日
本
海
洋
事
業�

深
川
　
隼
輔

　
０
４
８
　
関
東
地
区
港
湾
グ
ル
ー
プ�

谷
本
　
重
之

　
０
４
８
　
関
東
地
区
港
湾
グ
ル
ー
プ�

伊
勢
田
　
旭
洸

　
０
５
１
　
佐
渡
汽
船�

古
畑
　
　
勇

第
41
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
41
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位
　
０
４
　
　
関
西�

１
名

　
地
方
単
位
　
０
６
　
　
九
州
関
門�

１
名

　
企
業
単
位
　
０
３
７
　
関
東
地
区
内
航
Ｄ
グ
ル
ー
プ�

１
名

　
企
業
単
位
　
０
４
１
　
日
本
海
洋
事
業�

１
名

　
企
業
単
位
　
０
４
８
　
関
東
地
区
港
湾
グ
ル
ー
プ�

２
名

　
企
業
単
位
　
０
５
１
　
佐
渡
汽
船�

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間
　
　
　
２
０
２
６
年
９
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
９
月
24
日
ま
で

　
候
補
者
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
９
月
25
日

　
投
票
期
間
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
９
月
25
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
10
月
24
日
ま
で

　
当
選
人
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
10
月
25
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　（
１
）
地
方
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示
日

に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
資
格

を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る

（
２
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示
日

に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合
員
と

す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定
め

る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提
出
す

る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

�

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

�

以
　
上
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（
案
）
の
▽
政
策
課
題
へ
の
取
り

組
み
▽
漁
船
の
代
替
建
造
へ
の
取

り
組
み
▽
生
産
者
魚
価
の
確
立
と

漁
業
用
燃
料
油
高
騰
へ
の
対
策
▽

水
産
部
門
の
国
際
活
動
▽
海
難
事

故
の
撲
滅
と
安
全
な
漁
業
労
働
環

境
対
策
▽
漁
船
員
の
後
継
者
確
保

・
育
成
対
策
▽
労
働
協
約
改
定
要

求
（
案
）
―
が
説
明
さ
れ
、
出
席

者
か
ら
▽
労
働
協
約
に
関
す
る
質

問
▽
船
員
大
会
や
乗
組
員
が
集
ま

る
場
を
活
用
し
て
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

方
法
の
講
習
会
―
な
ど
の
質
問
・

意
見
が
あ
り
、
質
疑
応
答
で
理
解

を
深
め
、
満
場
の
拍
手
で
確
認
さ

れ
た
。

　
最
後
に
、
沖
合
底
引
き
網
漁
船

を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

課
題
の
解
決
に
向
け
、
現
場
組
合

員
と
執
行
部
で
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

《
東
北
地
方
支
部
＝
発
信
》

第
十
住
吉
丸
が
三
崎
港
か
ら
出
港

　
８
月
12
日
に
、
住
吉
漁
業
株
式

会
社
の
遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船

「
第
十
住
吉
丸
」
が
三
崎
港
の
花

暮
岸
壁
か
ら
、
北
大
西
洋
の
漁
場

に
向
け
て
出
港
し
た
。

　
住
吉
漁
業
株
式
会
社
は
神
奈
川

県
三
浦
市
三
崎
港
に
本
社
を
置
き

「
三
崎
マ
グ
ロ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を

築
き
上
げ
発
展
さ
せ
て
き
た
伝
統

あ
る
企
業
。
以
来
、
高
品
質
の
マ

グ
ロ
を
食
卓
に
届
け
て
い
る
。

　
担
当
す
る
三
崎
支
部
は
、
出
港

前
に
訪
船
を
行
い
、
令
和
８
年
度

労
働
協
約
改
定
交
渉
妥
結
内
容
を

説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
い
、
激

励
し
た
。

　
出
港
時
、
花
暮
岸
壁
で
は
演
歌

が
流
れ
、
乗
組
員
の
家
族
や
会
社

関
係
者
が
大
き
く
手
を
振
り
、
第

十
住
吉
丸
の
安
全
航
海
と
安
全
操

業
、
大
漁
満
船
を
願
っ
た
。

《
三
崎
支
部
＝
発
信
》

を
は
じ
め
、
外
国
人
漁
業
技
能
実

習
生
が
舞
台
に
上
が
り
、
乗
組
員

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　
次
に
鏡
割
り
と
大
漁
三
唱
、
散

餅
式
と
続
き
、
下
関
市
役
所
吹
奏

楽
団
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
沖
合
底

引
き
網
漁
船
の
出
港
を
盛
り
上
げ

た
。

　
漁
場
へ
向
か
う
各
船
は
、
山
口

県
萩
市
の
見
島
沖
合
か
ら
長
崎
県

対
馬
周
辺
ま
で
の
海
域
で
、
来
年

５
月
末
ま
で
操
業
し
、
ア
ン
コ

ウ
、
ア
カ
ム
ツ
、
カ
レ
イ
、
ヒ
ラ

メ
、
タ
イ
な
ど
を
漁
獲
す
る
。

　
日
本
の
伝
統
的
な
魚
食
文
化
で

食
卓
を
飾
る
大
漁
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
見
送
り
に
来
た
家
族
や
関

係
者
が
、
出
港
す
る
各
漁
船
の
安

全
操
業
・
安
全
航
海
・
大
漁
を
願

う
中
、
大
漁
旗
を
掲
げ
た
各
漁
船

が
、
汽
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
次
々

と
出
港
し
た
。

《
九
州
関
門
地
方
支
部
＝
発
信
》

　
７
月
27
日
、
東
北
地
方
支
部
２

階
会
議
室
で
「
石
巻
地
区
沖
合
底

曳
網
漁
船
組
合
員
大
会
」
を
開
催

し
た
。

　
は
じ
め
に
山
﨑
暁
先
任
事
務
職

員
を
議
長
に
選
出
し
、
続
い
て
髙

橋
雅
幸
東
北
地
方
支
部
長
が
「
休

漁
期
間
中
の
貴
重
な
時
期
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ

る
。
本
大
会
は
、
海
員
組
合
の
一

年
間
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
次
年
度
の
活
動
お
よ
び
労
働

協
約
改
定
要
求
に
つ
い
て
話
し
合

う
大
変
重
要
な
会
議
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

賜
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
令
和
７
年
度
の

活
動
報
告
が
行
わ
れ
▽
水
産
部
の

活
動
と
東
北
地
方
支
部
の
活
動
▽

労
働
協
約
改
定
交
渉
の
経
過
―
な

ど
を
説
明
し
、
質
疑
応
答
の
中
で

理
解
を
深
め
た
。

　
次
に
水
産
部
門
の
活
動
方
針

第
一
磯
前
丸
が
気
仙
沼
か
ら
出
港

　
７
月
25
日
、
株
式
会
社
磯
前
漁

業
所
の
遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船

「
第
一
磯
前
丸
」
が
、
気
仙
沼
市

に
あ
る
株
式
会
社
み
ら
い
造
船
の

岸
壁
か
ら
、
北
大
西
洋
の
漁
場
に

向
け
て
出
港
し
た
。

　
株
式
会
社
磯
前
漁
業
所
は
、
茨

城
県
那
珂
湊
港
で
江
戸
時
代
か
ら

続
く
船
主
。
長
年
ペ
ル
ー
沖
な
ど

か
ら
良
質
の
「
天
然
マ
グ
ロ
」
を

国
内
の
市
場
に
届
け
て
き
た
。

　
担
当
す
る
三
崎
支
部
は
、
出
港

前
に
訪
船
し
、
乗
組
員
に
令
和
８

年
度
労
働
協
約
改
定
交
渉
妥
結
内

容
を
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
を
手
渡
し
激
励
し
た
。

　
出
港
時
の
見
送
り
で
は
、
乗
組

員
の
家
族
や
関
係
者
が
「
頑
張
っ

て
い
っ
ぱ
い
マ
グ
ロ
を
獲
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
、
エ
ー
ル
を
乗

組
員
に
送
っ
た
。

　
８
月
15
日
、
下
関
漁
港
を
拠
点

と
す
る
山
口
県
以
東
機
船
底
曳
網

漁
業
協
同
組
合
所
属
の
沖
合
底
引

き
網
漁
船
の
出
港
式
が
行
わ
れ
、

12
隻
が
漁
場
に
向
け
て
一
斉
出
港

し
た
。

　
出
港
式
に
は
、
乗
組
員
の
家
族

や
漁
業
関
係
者
が
出
席
し
、
は
じ

め
に
航
海
安
全
・
大
漁
祈
願
祭
が

執
り
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
山
口
県
以
東
機
船
底
曳

網
漁
業
協
同
組
合
の
宮
本
洋
平
代

表
理
事
組
合
長
が
「
昨
シ
ー
ズ
ン

の
水
揚
げ
金
額
は
若
干
上
回
っ
た

も
の
の
、
昨
今
の
燃
料
費
、
資
材

費
、
修
繕
費
な
ど
の
高
騰
や
乗
組

員
不
足
に
よ
り
厳
し
い
状
況
は
続

い
て
い
る
。
下
関
沖
底
は
地
域
の

水
産
業
を
支
え
る
基
幹
漁
業
で
あ

り
、
資
源
管
理
を
図
り
つ
つ
事
業

を
継
続
し
、
次
世
代
へ
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
使
命
で

あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
漁
労
長

乗組員の紹介乗組員の紹介乗組員の紹介

第十住吉丸第十住吉丸第十住吉丸

石巻港石巻港石巻港

第一磯前丸第一磯前丸第一磯前丸

・・

漁場に向け出港
住吉漁業株式会社 住吉漁業株式会社 
第十住吉丸第十住吉丸

遠洋マグロはえ縄漁船遠洋マグロはえ縄漁船遠洋マグロはえ縄漁船遠洋マグロはえ縄漁船遠洋マグロはえ縄漁船遠洋マグロはえ縄漁船

大漁
祈願

下関漁港から12隻が下関漁港から12隻が
漁場に向け一斉出港漁場に向け一斉出港
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